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内容
１．命を守る避難は広島土砂災害の教訓を活用
２. 命を守り損失を小さくするための

県北沿岸の流域治水のアイディア

2024年3月8日 2023 年9 月8 日台風13 号による
豪雨災害研究中間報告会 茨城大学日立キャンパス

令和5年台風13号災害対応に
関する市⺠懇話会

防災ICT事業
県北生涯学習

日立市における
今後の自然災害の
対応に関する提言



まとめ
１．命を守る避難は広島土砂災害(土石流)の教訓を活用

1.1．線状降水帯からの避難（未経験地）は、土石流の避難のイメージで
2014年(平成26年）8月の広島土砂災害

→健常者は垂直避難＆流れの下流側へ
(河川堤防沿い住⺠、平屋を除く）

1.2．線状降水帯の兆候は、抽象的予見の積み重ねで
2023年(令和5年）9月の茨城県北部沿岸の豪雨

→2029年開始予定の市町村別の数時間前の予報まで抽象的予見で
→災害弱者など（上記健常者以外）は早期避難

空振りでも気にしない避難＋α



まとめ ２. 命を守り損失を減らすための
県北沿岸の流域治水の信岡アイディア

河道掘削

道で雨水を流す・山海軸道路
＋ランドスケープ＋津波避難

川幅拡幅・・・・遊歩道・桜並木

元図：国土交通省

山側道路の拡張・伸⻑
緊急道路としての機能拡大
（3年 鈴木惠登君アイディア
＋砂防機能・貯留施設との一体化）
＋ランドスケープ・桜

・これから調査研究が必要
・住⺠の理解・協⼒も必要

水田貯留
＋田んぼ交流・田んぼツーリズム
＋ボランティア確保

多くのアイディアは
国交省の流域治水・国土地域強靭化の

考え方に沿っています

堤防強化・・・・川まちづくり

雨水貯留施設

流域治水



復旧・強靭化支援メニュー
• 防災（減災）の講演（啓蒙活動）
• 調査・解析支援（技術支援）
• 市⺠との意見交換
• 市が期待する研究の実施（官学共同）

災害に強い日立市・⼒強い復興ができる市に
するために
• 若い人々の発想を！

市国土強靭化地域計画に関する学生(若者・女
性）コンペティション（4月から8月実施,9月審査）

日立市HPより



詳細資料（発表スライド）は中間報告会にご参加いた
だいた方にのみ配布させていただきました。

詳細ファイルをご必要の方は、お手数ですが、次のメールアドレスに、必要事項を
ご記入を上、ご連絡ください。(令和6年８月末日まで）
（＊なお、この資料は健常者向けとなっております。健常者以外の方向けの線状降
水帯における避難行動については、同メールアドレス宛てにご相談ください）

送信先 hisamichi.nobuoka.311@vc.Ibaraki.ac.jp

件名：豪雨災害研究中間報告会 信岡資料の請求

本文：
ご氏名
ご所属
ファイルを必要とする理由


